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理工学とは、自然界の原理・原則を解明し、それを応用することで、

未来を創造する科学技術の発展を目指す学問です。

科学技術の発展は、人間の様々な活動を支えてきました。

超スマート社会「Society5.0」の到来を目前にして、

ますます科学技術が果たすべき役割は広がろうとしています。

大学をはじめとした研究機関に所属する研究者たちは、

日々それぞれの研究課題に立ち向かい、解決策を見出そうと汗を流します。

関東学院大学の理工学部でも、60名近い研究者たちが、

それぞれの領域における課題と相見えています。

その一端として各コースにおける先端研究の事例を、本冊子にてお目にかけます。

研究者たちは、新たな発見、課題解決のために、日々努力を重ねています。

人と社会にとって、よりよい仕組み、製品、環境を創造するために、

科学技術の歩みを止めることはできません。

社会のシアワセのために、誰が、何を、どう達成しようとしているのか。

本冊子で、未来を創造するためのいくつかの事例をご紹介します。

生命科学コース│清水由巳
数理・物理コース│中嶋 大
応用化学コース│友野和哲
健康・スポーツ計測コース│高橋健太郎
先進機械コース│小松 督
電気・電子コース│石坂雄平
情報ネット・メディアコース│元木 誠
土木・都市防災コース│鳥澤一晃
理工学部コース紹介
大学院工学研究科
研究室一覧
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理工学部コース紹介 大学院工学研究科博士（前期・後期）課程
学生の興味・関心に応じた8コースを設置。実習・演習や研究室での少人数制の学びを通じて、
未来の社会を支えるエンジニアを育成します。

より高度な研究に取り組み、大学院で修士または博士の学位取得を目指します。
高度な知識と技術を身につけたエンジニアと、先進的な研究者を育成しています。

講義や実験などの実践的な学びを通して、生命科学
分野における最先端技術を修得します。基礎を固めた
うえで段階的に進む授業では、自らの力で疑問を解決
していく能力を磨くことも重視。薬・医・農・理工など
多彩な分野のエキスパートを目指しながら、さまざま
な職場に適応できる応用力も育成します。

化学とは、「モノ」を変化させる技術のこと。新しい特
性をもった素材の開発、従来からある機能の高度化、
環境保護に貢献できるリサイクルの実現といった化学
的発想力を身につけるため、実験・実習を重視したカ
リキュラムを設置。今後の産業界を支えていく実践的
な知識と技術の修得を目指します。

家電製品、自動車など、機械全般の動作を司る内部メ
カニズムや、ハードウェアをコントロールするために必
要なメカトロニクス、制御系などを学びます。実習では
実際に機械製作を行いながら専門知識を修得。使用
者に配慮した工業デザイン的素養と、エンジニアとして
の技量をあわせ持つ技術者を養成します。

「情報工学」「マルチメディア工学」「ネットワーク工学」
の3分野をバランスよく学びながら、日々進化するIT
分野で活躍できる知識と技術を身につけます。コン
ピュータやシステムのしくみをユーザと開発者の双方
の視点からとらえることができる、創造力豊かなエン
ジニアの育成を目指します。

数学と物理学を基礎に、最先端の科学技術に挑む人
材を育成しています。創造的に物事に取り組める主体
的な思考力と、複雑な現象や問題を科学的な方法で
分析する力を修得し、科学技術の現場に必要とされる
人材を育成します。また、教員免許取得（中高・数学）を
目指す学生も複数在籍しています。

健康スポーツと人間情報計測学を融合させた学びを
通じて、明るく豊かで活力に満ち溢れた社会の構築に
寄与する人材を育成します。スポーツトレーナーやアド
バイザー、生体計測の技術を生かした医療系技術者、
健康器具のエンジニアなど、健康にかかわるさまざま
な業界で人材が求められています。

"モノづくり"の基盤を支えている電気・電子業界で活
躍できる人材を育成するため、電気、電子、情報、通信
分野のプログラムを開講。各々高い専門性を身につけ
られるカリキュラムを編成しています。モノづくりの実
体験を深め、社会での対応力や応用力を磨くことにも
役立つ実験科目を設置しています。

「自然災害から大切な人、大切なもの、日々の暮らしを
守りたい」。安全で安心な社会を実現し、未来の社会
を支えるために土木工学を学修します。国土、都市、
地域を「防災」や「環境」という視点から見つめなお
し、社会基盤を計画、設計、構築する知識・技術を学び

「安全な街を創造するエンジニア」を目指します。

大学院進学3つのポイント

機械工学における基礎分野から最先端の領域まで、幅広い
知識と専門能力を備えた高度技術者・研究者の養成を目指し
ます。特に国内外の学会発表を重視し、社会貢献の意識を高
めるようにしています。

機械工学専攻（前期）

学部で学んだことを基礎にして、広範な領域の科目を置き、
さらに高度な技術者を養成する教育を行っています。また、
災害に対して安全で、環境にやさしい持続可能な社会システ
ム構築に必要な研究を活発に行っています。

土木工学専攻（前期）

情報学は、現代社会のさまざまな分野で、日常生活を支える上
でも欠くことのできない学問となり、関連技術は急速に多くの
分野で進展し続けています。情報学専攻では、将来に向けて、こ
の技術分野で活躍できる専門的技術者・研究者を育成します。

情報学専攻（前期）

博士後期課程総合工学専攻では、機械工学、電気工学、健康・
人間医工学、情報学、数物科学、土木工学、応用化学、生命科
学、材料・表面工学の9専修を開講。学際的テーマに柔軟に対応
できる体制となっています。

総合工学専攻（後期）

博士前期課程への進学によって、数理・物理、電気・電子、健康・ス
ポーツ計測のより高度な知識と能力が体系的に身につくようにカ
リキュラムを設定しています。特に学会での研究発表を通じて、コ
ミュニケーション能力の高い技術者・研究者の養成を目指します。

電気工学専攻（前期）

学部と連携を取りながら知識・技術の修得、高度な技術者の
育成などスキルアップに役立つ幅広い教育を実施します。ま
た海外を含めた社会的なつながりを重視し、研究成果を積極
的に学会や学術誌に発信しています。

物質生命科学専攻（前期）

デザインからエンジニアリングまで4つの建築学の専門分野に
おいて、幅広い知識と高度な専門能力を備えたデザイナー、
エンジニアを育成する教育を実践しています。

建築学専攻（前期・後期）

工学研究科では、外部の各種研究機関と連携し、それら研究
機関の高度な人的・物的研究資源を活用して多様な大学院
教育を展開する「連携大学院」方式を導入しています。

連携大学院

生命科学コース

応用化学コース

先進機械コース

情報ネット・メディアコース

数理・物理コース

健康・スポーツ計測コース

電気・電子コース

土木・都市防災コース
学費負担が国公立大学並みに
少ない関東学院大学の大学院。
内部進学は、さらに減額

経済的理由で大学院への進学を諦める
学生を減らし、日本の技術や研究の発展
に貢献することを目的に、2017年度以降
の大学院入学生の学費等を大幅減額。関
東学院大学から関東学院大学大学院に
進学した場合は、さらに、入学金と同窓会
費が減額されます。

POINT 1
関東学院大学の大学院は
就職していても学びやすい

工学研究科博士前期課程は、2年間では
なく3年または4年間かけて計画的に履修
し、通常の修業年限（2年）と同じ授業料で
学位取得を目指す「長期履修制度」と夜
間の時間帯にも授業を行う「昼夜開講制」
などを導入。就職しても学びやすい環境
です。

POINT 3
関東学院大学生は、
大学推薦を利用して
進学しやすい

各学部の成績（GPA）上位者が、関東学院
大学の大学院に進学する場合、筆記試験
などを免除される大学推薦を受けること
ができます。

POINT 2
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コース 教員名

生命科学コース 新家弘也 ● ● ● ◎ ● ●

飯田博一 ● ● ◎

海老原充 ◎ ● ●

尾之上さくら ◎ ●

川原一芳 ● ● ● ● ● ◎ ●

近藤陽一 ◎ ● ◎ ●

清水由巳 ● ◎ ◎ ◎ ◎ ● ●

数理・物理コース 大谷信一 ◎
大町英理子 ◎

神藏正 ◎
北村美一郎 ◎

長尾孝一 ● ◎ ◎ ●

中嶋大 ◎ ● ● ● ● ● ● ●

船木靖郎 ◎

山田泰一 ● ● ● ◎

応用化学コース　 鎌田素之 ◎ ● ●

小岩一郎 ● ● ● ◎ ● ● ● ●

香西博明 ◎ ● ● ●

友野和哲 ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

濵上寿一 ● ● ● ● ● ◎

松井和則 ◎

山平多恵子 ◎

先進機械コース 内山光夫 ◎ ● ● ●

金田徹 ● ● ◎ ● ●

小松督 ● ● ● ◎ ● ●

武田克彦 ● ● ● ● ◎

辻森淳 ● ◎ ●

堀田智哉 ◎ ● ●

宮永宜典 ● ◎ ● ● ● ●

柳生裕聖 ● ◎ ● ● ● ● ● ●

電気・電子コース／
健康・スポーツ
計測コース

石坂雄平 ● ◎ ◎ ●

植原弘明 ● ◎

島田和宏 ● ● ● ● ●

銭飛 ● ● ● ● ●
高橋健太郎 ◎ ●
中野幸夫 ● ● ◎ ◎ ●

平松友康 ●
蓑弘幸 ● ◎ ◎ ●

情報ネット・
メディアコース

大墨礼子 ● ◎ ● ●
岡本教佳 ● ● ◎ ●
木村新 ● ● ● ● ● ● ●

高橋聡 ◎ ● ◎ ● ●

塚田恭章 ● ● ● ◎ ● ●

永長知孝 ● ◎ ◎

平野晃昭 ● ● ◎ ● ●
水井潔 ● ● ● ◎ ●

元木誠 ● ● ● ● ● ◎ ● ● ●

本橋友江 ◎ ● ● ◎

山本政宏 ◎ ●

土木・都市防災
コース

出雲淳一 ◎ ●

規矩大義 ● ● ● ◎

北原武嗣 ● ● ◎

鳥澤一晃 ● ◎ ●

中藤誠二 ● ● ◎

福谷陽 ● ● ◎

前田直樹 ● ◎ ● ●

研究室一覧

※本一覧表に記載の研究領域は、所属教員の研究の一部を抜粋しています。各教員の具体的な研究内容は、理工学部オリジナルサイト（http://rikou.kanto-gakuin.ac.jp/）または、各コースのオリジナルサイトをご覧ください。

●が関連する研究領域を、
◎が特に関連する研究領域を示しています。
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